
私が企業研修や大学に行って学習指導をす

るとき、「こんなことに注意して勉強してく

ださい」として、次のようなことを話します。

①捨て科目を作らない。

②「好きな科目だけ勉強する」「得意な科

目だけ勉強する」といった勉強方法はやめる。

さて、この２つには共通点があるんですが

……何か分かりますか。いずれも「ムラのあ

る勉強になってしまう、またはムラができや

すい勉強方法である」ということです。

捨て科目が捨て科目を呼ぶ

①に関しては……。そりゃあ確かに「３、

４年に１題出るか出ないか」といった問題な

ら、ある程度は考えた方がよいかもしれませ

んが、そういう問題ならいざ知らず、題数の

多い・少ないはあっても毎年出題されている

科目・範囲は、勉強しておかなければなりま

せん。「有機化学は苦手だから捨てよう」な

んて方が、92回の国家試験でどれだけ悔しい

思いをしたかご存知ですか？。有機化学出題

史上“最も易しい有機化学”だったんです

よ！。ある程度過去問題を理解しておけば、

高得点が望める内容だったんです。捨てた方

は……有機化学の難易度が低いなんていう

“薬剤師国家試験千歳一隅のチャンス”を逃

してしまったことになります。国家試験に合

格するためには「１点でも多く点を取ること」

が求められるのです。国家試験では何が起こ

るか分かりません。捨て科目はありませんよ。

そうそう、ここで気になったことを１つ。

最近の学生さんは大技（？）ですよね。「有

機化学捨てた」とか「物理化学捨てた」とか、

ものすごく広い範囲を捨てるのでびっくりし

てしまいます。中には「計算問題捨てた！」

なんていう、大技というか荒業というか、捨

て身の攻撃というか、

とにかく“とんでもな

い国家試験対策”をな

さる方もいらっしゃい

ます。そりゃあ確かに

240点満点を取らなけれ

ばならないワケではあ

りません。しかし、合

格ラインを超えるだけ

の学力は必要ですよ。

そのためには“１点１

点しっかり取っていく”

こと以外に方法はあり

ませんし、そのために

は国家試験範囲をまん

べんなく勉強していか

なければなりません。

悪いことに、捨て科

目は捨て科目を呼びま

す。つまり、１つ捨て

科目を作ってしまうと

「これも捨てよう、あれ

も」という具合に、捨

て科目を増やしてしま

う弊害もあるのです。

初めは「これは勉強し

よう、コレは捨てよう」

なんていう四捨五入の

つもりでも気がつけば「基礎薬学捨てた」な

んていう「捨て身の切り捨て」になってしま

い、その結果「足切り」になってしまい……

なんて可能性が出てくるのです。

不得意科目から目を逸らすな

②に関しては……。ムラなく勉強すること

において、最も重要なことです。だれも初め

から「ムラのある勉強をしよう！」なんて人

はいないはずです。なのに、なぜムラのある

勉強方法になってしまうのでしょう？。その

原因がコレ、つまり「好きな科目・得意な科

目だけ勉強する」といった“選り好み学習”

にあるのです。好きな科目だけ勉強したい気

持ちは分かります。やはりスムーズに進む勉

強は楽しいし、高得点が望める科目は試験結

果を見るのもうれしくなります。しかし、ど

んなに「○○学はバッチリ」であって「○○

学は100％得点できる」であっても、１つの

科目だけで160点、180点取ることはできない

のです。別に「得意な科目があることが悪い」

と言っているわけではありませんよ。得意な

科目があることは良いことですし、それに関

連した科目での得点ＵＰに結びつくことも確

かです。得てして、学力のない学生は、何か

得意な科目にすがり付こうとする傾向にあり

ます。「○○は得意だ」ということにすがり

付くことによって、できない科目から目を逸

らそうとします。その結果「できない科目は

勉強しない」ということになってしまいがち

です。

薬剤師国家試験は様々な科目から成り立っ

ています。残念ながら、１つ２つの科目だけ

で合格点に到達することはできません。なぜ

なら、薬剤師国家試験の真意が「薬剤師とい

う医療人が最低限習得しておかなければなら

ない知識の確認」に重きを置いているからで

す。そしてこの「最低限習得しておかなけれ

ばならない知識」は幅広いものなのです。合

格するためには、幅広い偏りのない知識の習

得が求められており、いわゆる“足切り”が

存在するのはそのためです。やはり、出題範

囲をムラなく・まんべんなく勉強していかな

ければなりません。「ムラのある学習」は

「ムラのある成績」を生みます。「ムラのある

成績」は、「どんなに勉強しても総合点が伸

びない」という結果をはじき出し、学力向上

の妨げへとつながります。それが焦りへと変

わります。その焦りはなぜか「できない科目」

や「不得意な科目」に向けられることはなく、

さらなる「得意科目へのすがり付き勉強」を

加速する結果になってしまいます。前述しま

したが、得意な科目があることは決して悪い

ことではありません。しかし、それだけにす

がり付き、他の科目をないがしろにしたり、

不得意な科目から目を逸らすことは、間違い

なく学力向上の足かせになってしまうので

す。小さい頃、お父さん・お母さんから言わ

れたでしょ？。「好き嫌いしないで何でも食

べなさい」って。アレは勉強にも言えること

なんですよ。
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